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土砂災害対策検討ワーキンググループ 

 

＜緊急提言＞ 

座長：田畑茂清 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急提言要約 

今後起こり得る大規模土砂災害に対して、①人命を守り、②国家及び社会の重要機能

が致命的障害を受けず、③国民の財産及び公共施設の被害を最小化し、④迅速な復旧・

復興を可能とすることが重要と考え、その対策として以下の緊急提言をする。 

 １.効果が充分発揮出来ない旧来の施設の改良と長寿命化 

 ２.防止施設未整備の新居住地や観光地等の整備推進策 

 ３.危険区域レッドゾーンを解消させるシステムと商品開発の確立 

 ４.応急・緊急対策の無人化技術の普及 

 ５.土砂災害の危険迫る中、特に老齢化・過疎化進む地域地区を配慮した的確な情報

を的確な対象に提供できる環境整備を推進する。 
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[参考] 

 

昨年 4月 24 日の第１回会合以降、活発な議論を行い、同年 5月に「国土強靭化アクション

プラン 2015」に向けた緊急提言を行った。以降、当 WGでは、上記提言内容を踏まえ、活発

に調査等の活動を進めてきた（添付資料参照）。 

 

１．当ワーキンググループの設立の背景と経緯 

   １）土砂災害が全国であとをたたない 

    ・土砂災害防止施設の数が少なく、また効果が充分発揮できない旧来の施設が多い 

    ・都市への人口集中により、土砂災害防止施設の未整備の居住地や観光地が拡散し 

     ている 

   ２）大規模かつ想定外の土砂災害が最近発生している 

    ・気象条件の変化による発生要因の変化が各地で指摘される 

    ・深層崩壊、火山爆発等が直接住民の命、財産、公共施設等に被害をもたらす現象 

     となって表れる 

   ３）土砂災害の迅速な復旧、復興を住民らが求めている 

    ・流入土砂の排除方策、復旧工事の時間的遅れは、従来の志度設計の故と指摘され 

     始めている 

 

２．メンバー一覧 

 

座長: 田畑茂清（砂防新技術フォーラム代表） 

 

＜委員＞ 

浅田泰男 砂防鋼構造物研究会会長 

池谷浩 （前）政策研究大学院大学特任教授 

石川芳治 （公社）砂防学会会長 

大岡侑三 柔構造物工法研究会相談役 

奥山和彦 （一社）斜面防災対策技術協会会長 

亀江幸二 （一財）砂防フロンティア整備推進機構副理事長 

坂口哲夫 （一社）建設コンサルタンツ協会砂防・急傾斜専門委員会副委員長 

白鳥勝平 砂防施工管理研究会代表 

 

＜オブザーバー＞ 

長井義樹 国土交通省水管理・国土保全局砂防部砂防施設評価分析官 

岡本敦 国土交通省国土技術政策総合研究所土砂災害研究部長 
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